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～一番大切なことは、大人/04カをして安全な町を作ることですが、きみたち自身にも自分

の身を守る対策を知つてほしいのです。
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● 施再は年後3島～ら聴ごろに重革している。
● Ъ旨莉筒する通撃島などは、地鼻箸にとって経好の施待傷競。
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被害にあわないために

① 相手が知っている人でもついて行かないこと

,員しこうに員える人や島ってぃる人でも、覇や発生の計苛なしについて得ってはぃけない。結手
に名前を教えることもしないでね。
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車がとまっていたら、中にだれかいるかを確認する
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いる 車 の中にだれかいたら、その車 からできるだけ離れて歩こう。すぐに走って逃|プら

れる準備もしておこうね。
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③ 連れて行かれそうになつたら、大声を出す

車に31きずりこまれそうになつたら、大きな声でさけんで逃げよう。防犯ブザーを鳴らそうね。
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● 背後から急 に抱きつかれたり、すれちがいざ讀にからだを触られる。
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霙橿諺逆講記罫f―ゲツト「負っけてから、売直りしてまハところで抱きついてくる。
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被害にあわないために

① 周囲を気にしながら歩く
がくにん        ぁる

見通しの悪い場所に人がひそんでいないか、つねに確認しながら歩こう。携帯電話を歩きながら使
わないこと。

② 襲われたら、大声をあげて逃げる

もし襲われてしまつたら、大きい声を出して、人のいる場所へ逃げよう。防犯ブザーも鴫らそうね。


